
雨水利用計算ソフト（ＷｉｎＲＡＩＮ）操作マニュアル 

ＥＯＭ株式会社 
１．プログラムの起動（初回のみ） 
 ディスクトップ上にあるショートカットアイコンをダブルクリックするか、＜ＷｉｎＲ

ＡＩＮ＞ディレクトリ内にある＜WinRAIN.EXE＞実行ファイルを直接起動します。 
初めて起動した場合には〔利用者登録の画面〕がでますので、会社名や所属を入力します。

ここで登録した名称は結果印刷の際、右上に印刷されます。何か入力すると以降この画面

は表示されません。（※注意：入力は一度のみで、通常変更はできませんので慎重に行っ

て下さい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．プログラムの起動（通常） ※注意：以降の説明は全て【工学単位】で行っています。 
 通常＜ＷｉｎＲＡＩＮ．EXE＞実行ファイルを起動すると〔タイトル画面〕が表示されま

す。 
 
 



３．計算条件の入力 
当初はサンプルとして＜ＴＥＳＴ＿ＲＩＮ．ＲＩＮ＞というデータファイルがありますの

で、この計算データが表示されます。（※以降は最終のデータファイルになります） 
メニューバーから＜入力編集(E)＞をクリックすると〔入力編集画面〕が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜計算に必要な入力項目＞ 
１）表 題  ※右にある□をクリックするとファイル名と共通にすることができます。 
２）所在データ ： 都道府県名、市町村名、観測地点※１ 
３）集水データ ： 全屋根面積※２（㎡）、集水面積（㎡）、流出係数（－） 
４）降水データ ： 降雪判定（℃）、無効降水量（mm） 
５）利用データ ： 建物種別※３、世帯人数（人）、世帯数（世帯） 

  雨水利用（トイレ大、トイレ小、散水※４、その他１、その他２） 
６）貯水データ ： 基本貯水容量※５（ﾘｯﾄﾙ） 
 
※１ 観測地点は設置場所を選ぶと、近くのアメダス観測地点をデフォルト表示します。 
※２ 全屋根面積を入力すると、集水面積、流出係数、降雪判定および無効降水量のデフ

ォルト値を表示します。 
※３ 建物種別を選んでから〔建物種別〕をクリックすると、その建物に即したトイレの

デフォルト値が表示されます。 
※４ トイレ以外の雨水利用は、〔季節変動入力〕で１２ヶ月の季節変動が入力できます。 
※５ 基本貯水量は防災上の最低必要量を参考に決めて下さい。 

 
 全ての入力が完了したら、入力データを〔上書き〕または〔名前を付けて〕保存します。 
 ※注意：編集後は一度保存しなければ計算することができません。 



４．計算の実行 
全ての入力が完了し一度保存したファイルは計算することができます。 
メニューバーから＜計算(C)＞をクリックすると〔計算画面〕が表示されます。 
〔実行ボタン〕をクリックすると計算が開始されます。 
計算は１９８１年から１９９５年までの１５年間を計算しますが、集計の都合上うるう年の

２月２９日は計算していません。（年間３６５日） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※注意：計算結果は一時的に保存されますので、計算条件を変更したり、他の入力ファイ

ルを選んだ場合には再計算が必要になります。 



５．計算結果の確認 
計算を終了すると、〔計算済み〕が表示されます。 
この画面からは計算結果を確認することができます。 
 
年月日アップダウン ： 任意の日付を指定できます。 
連続再生ボタン   ： １５年分の結果を１日毎に表示することができます。 
       ※注意：連続再生中はプログラムを終了できません。 
次の降水ボタン   ： 現在日付から次に降水があった日にジャンプします。 

 

 
 



６．計算結果の表示 
メニューバーから＜結果表示(V)＞をクリックすると、次の３種類の表示メニュが現れます。 

計算画面(V) ： 年次統計(15 年間)が表示されます。 

分析結果(R) ： 貯水槽容量と雨水利用日数、雨水流出率あるいは流出抑制率の関係をグ

ラフで表示します。 
気象データ(W)： １５年間の気温と降水量をグラフで表示します。 

※ 計算した直後はグラフ表示用のメタファイルを作成します。（拡張子’*.EMF’） 

保存したメタファイルはＷｏｒｄなどに貼り付けて利用することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年次統計(15 年間) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算結果(198 年)                  月次統計(15 年間) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貯水槽容量と利用日数との関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集水日数と雨水利用日数との関係        貯水槽容量と雨水流出率との関係 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気象データ（気温、降水量） （アメダス観測地点：静岡県浜松の例） 



７．計算結果の印刷 
入力が完了したら＜ファイル(F)＞の＜計算結果プレビュー(P)＞をクリックします。 
〔印刷プレビュー画面〕が表示されますので、印刷を行って下さい。 
プリンターは Windows〔コントロールパネル〕の〔プリンター〕設定で、＜通常使うプリ

ンタに設定＞したものが対象になります。 
※ 注意：プリンターはカラープリンターで、印刷可能な状態で接続されていることを確

認して下さい。 
 
 
 
 
 

←未登録時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 印刷の種類 
  １）月次、年次の計算結果 
  ２）利用日数、雨水流出率、流出抑制率の分析結果 
  ３）１５年間の統計気象データ（気温、降水量） 



８．日本全国の気象データ参照 
メイン画面右隅にある緑の地球マーク＜月次気象データ(参考)＞ボタンをクリックすると、

全国８４２地点のアメダス観測地点の月次気象データ（1986 年から 2000 年までの１５年

平均）を表示します。 
デフォルトでは＜静岡県浜松＞が表示されますが、＜観測地点入力＞をクリックすることに

より全国各地の気象データを知ることができます。 
※注意：表示している単位は簡略化しているので、＜単位＞をクリックして正しい単位を確

認して下さい。尚、本計算に使用した気象データ(1981 年～1995 年)は観測年度が異なりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※お願い事項 
 

本プログラムで使用している各種データファイルは、許可なく他プログラムでの利用また

は掲載ができませんので、ご注意下さい。 
 

プログラムやデータに関するご質問や不具合は、お手数ですがＥメールまたはＦＡＸにて

お問合わせ下さい。 
 
 

ＥＯＭ株式会社 荏原(えばら) 
 

Ｅメールアドレス ｅｂａｒａ＠ｓｕｎＱｅｏｍ．ｃｏｍ 
 

ＦＡＸ番号  ０５３－４６４－８９７０ 
 

ＴＥＬ番号  ０５３－４６４－８９７１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜参考図書＞ 
 雨水利用システム設計と実務 (社)空気調和･衛生工学会 丸善  ¥4,200 

空気調和衛生工学便覧  (社)空気調和･衛生工学会  
 
 



 
インストールされた全ファイルリスト 

 
¥--―WinRAIN―┬――――――――   ＷｉｎＲＡＩＮ．ＥＸＥ（実行プログラム） 
  ｜     ＷｉｎＲＡＩＮ．ＰＤＦ（操作マニュアル） 
  ｜     ＷｉｎＲＡＩＮ．ＴＸＴ（簡単な使い方） 
  ｜     問合わせ．DOC（問合わせ FAX 用紙） 
  ├―CAL――---RAIN―┬― ＴＥＳＴ＿ＲＩＮ．ＲＩＮ（計算入力データ） 
  ｜            └―＜RESULT＞―― （計算結果ファイル） 

｜ 
  ├―DATA-―┬――――   OMWD 情報．DAT 

｜   ｜    利用環境．ORG 
  ｜   ｜    利用環境．ＷＩＮ 
     ｜   ├―COLOR―  標準色．COL 
  ｜   ├―DAT――  エラー文．DAT 
  ｜   ｜    印刷用紙．DAT 
  ｜   ｜    観測年度．DAT 
  ｜   ｜    気象項目．DAT 
  ｜   ｜    気象項目．EXP 
  ｜   ｜    国名．DAT 
  ｜   ｜    単位系．DAT 
  ｜   ｜    単位系．EXP 
  ｜   ｜    単位系 SIW．DAT 
  ｜   ｜    都々逸．DAT 
  ｜   └―PICT――  JAPAN．BMP 
  └―WCD―――――――   JPN_CITY．DAT（市町村データ） 

JPN_MONT．DAT（月次気象データ） 
       JPN_STAT．DAT（47 都道府県名） 
       JPN_WPNT．DAT（842 観測地点名） 
 

※青字は実行時に書き換わることがあります。 
※注意：無断で他のファイルを改変した場合には実行が保障されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
ＷｉｎＲＡＩＮ Ｖｅｒ．２．０ 


